
カシオの姿

世界的ブランドであるG-SHOCKでは、
確たる事業基盤が構築されており、近年
ではメタル製のG-SHOCKが好評を得
て、市場を拡大しています。
また、心拍計／GPS機能を搭載した
G-SQUADも好調なスタートを切って
おり、ユーザー層の拡大にも寄与してい
ます。

コンシューマセグメント

設立

1957年
売上高

G-SHOCK年間出荷数

2,807.5億円

1,000万個
関数電卓年間出荷数

2,300万台

海外売上比率

ROE

69.2%

8.5%

（2020年3月期）

アジア・その他
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日本
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86,387百万円

コンシューマセグメント
87.3%

245,059百万円 33,407百万円

システムセグメント
10.7%
30,110百万円

その他セグメント
2.0%
5,581百万円

114,830百万円

時計事業
58.5%

164,300百万円
教育関数事業

14.4%
40,400百万円

46,126百万円

事業別売上高
構成比

地域別売上高
構成比

時計

積み重ねてきた教育メソッドを通じて
学校・先生の支援を行う、独自の
GAKUHAN活動のもと、関数電卓は世
界で過半のシェアを有しています。この
ほか、カシオならではの技術やノウハウ
を活かした電子辞書、電卓、電子楽器、電
子文具などを展開しています。

教育・楽器・文具

ハンディターミナル、電子レジスター、経
営支援システム、データプロジェクター
などを展開するシステム事業と、成形部
品、金型などを展開するその他事業があ
ります。

システム・その他セグメント

カシオの事業は、「コンシューマセグメント」と「システムセグメント」
および「その他セグメント」で構成され、グローバルに事業展開しています。
売上高の80%以上を占める「コンシューマセグメント」は
基幹事業である「時計事業」と「教育関数事業」ほかで構成され、カシオの成長を支えています。
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